
山国川における過去の渇水の概要

○R３年に渇⽔タイムライン（渇⽔時の⾏動計画）を作成し、耶⾺溪ダムの貯⽔率に応じ
た⾃主節⽔や取⽔制限などの対応を明確にしている。
○⽔利⽤が安定してなされるよう、⼭国川本川流量が減少した場合には、耶⾺渓ダムから補
給を実施しているが、貯⽔位が70％を下回る恐れがある場合には、「⼭国川中下流域⽔利
⽤連絡協議会」を開催し、利⽔者の協⼒を得て取⽔制限や住⺠への節⽔協⼒の呼びかけ
などを⾏っている。
○⼭国川では、耶⾺渓ダム (S60.3完成)や平成⼤堰（H2.11完成）の完成後、H3年か
らの35年間で17回の取⽔制限（⾃主節⽔含む）を⾏っている。

渇⽔時（R7.8.7） 1

【H13以前】
ダムの不特定⽤⽔の放流により取⽔
制限それまで利⽔者個別に⾃主節⽔

【H14〜H22】
ダム貯⽔率60％で取⽔制限

【H23以降】
ダム貯⽔率60％で⾃主節⽔
ダム貯⽔率40％で取⽔制限

耶⾺渓ダムの貯⽔池の状況（太平橋より上流を撮影）

耶⾺溪湖（⼭移川）

耶⾺溪湖（⼭移川）

№ 年 種別 取水制限・自主節水

1 7月22日 ～ 7月26日 取水制限

2 8月1日 ～ 10月11日 取水制限 上水道10％、工業用水30％、農業用水30％

9月8日 ～ 9月20日 取水制限 全利水者30%

9月21日 ～ 9月29日 取水制限 上水道30％、工業用水40％、農業用水40％

4 8月24日 ～ 8月26日 取水制限 上水道10％、工業用水10％、農業用水30％

5 9月10日 ～ 10月21日 取水制限 上水道10％、工業用水10％、農業用水30％

上水道10％、工業用水67％

①農業用水30%（大井手堰、荒瀬井堰以外）

②農業用水20%（大井手堰：田植終了後30％）

③農業用水0%（荒瀬井堰：田植終了後30％）

上水道15%, 工業用水67%, 農業用水40%（荒瀬以外）

農業用水（荒瀬井堰）30％（田植終了後40％）

7 8月30日 ～ 9月6日 取水制限 上水道10%, 工業用水67%, 農業用水30%

8 平成２０年 8月15日 ～ 8月18日 取水制限 上水道10%, 工業用水67%, 農業用水30%

9 平成２１年 9月12日 ～ 10月15日 取水制限 農業用水30%

10 平成２２年 9月13日 ～ 9月28日 取水制限 上水道10%, 工業用水80%, 農業用水30%

8月13日 ～ 8月22日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水20～30%

8月23日 ～ 8月26日 取水制限 上水道15%, 工業用水75%, 農業用水30～40%

12 平成２８年 8月23日 ～ 9月14日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水20～30%

13 平成２９年 6月19日 ～ 7月14日 自主節水 全利水者10～30%

8月9日 ～ 8月29日 自主節水 全利水者

8月30日 ～ 9月10日 取水制限 上水道20%, 工業用水75%, 農業用水30～40%

15 令和２年 9月4日 ～ 9月23日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水10～30%

16 令和６年 8月19日 ～ 9月2日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水20%

8月1日 ～ 8月12日 自主節水 上水道10%, 工業用水70%, 農業用水10～20%

8/4の代表幹事会にて、耶馬渓ダムの貯水率が40%を下回った時
点で、上水道20%, 工業用水80%, 農業用水30%の取水制限を行う
予定だったが、8/9から8/11にかけての出水で河川の流況及び
耶馬渓ダムの貯水率が回復したため見送り

17 令和７年

平成６年

期間

6月28日 ～ 7月2日

平成１７年

6月22日 ～ 6月27日 取水制限

取水制限
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平成３０年14
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取水制限まで至った年度とその内容

平成２５年

平成１４年

平成１０年

平常時（R7.6.5）

過去の⾃主節⽔・取⽔制限の取組概要



耶⾺渓ダム

●

◯⼭国川流域では、6⽉27⽇の梅⾬明け後、⼩⾬傾向が続き流況が悪化。
◯⽔利⽤（上⽔道・⼯業⽤⽔・農業⽤⽔）に⽀障を来す恐れが⽣じたため、7⽉8⽇10時より耶⾺渓ダムからは流況改善補給を開始。
○31⽇間（7⽉8⽇〜8⽉7⽇）で約543万m3の⽔を補給したことで、耶⾺渓ダム貯⽔率が著しく低下。
○7⽉28⽇に「⽔利⽤連絡協議会（第1回代表幹事会）」を開催し、⾃主節⽔（上⽔10％、⼯⽔70％、農⽔10〜20％）に取り

組むことを確認。
◯8⽉4⽇に「⽔利⽤連絡協議会（第2回代表幹事会）」を開催し、耶⾺渓ダムの貯⽔率が40％を下回った段階で取⽔制限（上⽔

20％、⼯⽔80％、農⽔30％）開始を確認。

梅⾬明け以降の少⾬による下流地域の⽔不⾜を
補うため、耶⾺渓ダムから補給を⾏い、正常流量
（下唐原地点で概ね2m3/s）を維持した。

周防灘 ダム補給中の河川状況(R7.7.31)
①下唐原地点（恒久橋下流）

約9.3ｍの貯⽔位低下
（最低貯⽔率40.7％〔8⽉7⽇12時〕）

EL.162.00m 平常時
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EL.157.87m（R7.7.28 第1回⽔利⽤連絡協議会）

EL.149.39m（H10ダム完成後最低⽔位）

EL.154.25m（R7.8. 4 第２回⽔利⽤連絡協議会）

⼭国川下流へ
約543万m3

の⽔を供給。

⼭国川下流へ
約543万m3

の⽔を供給。

耶⾺渓ダム貯⽔位の推移

令和７年度「耶馬渓ダムからの流況改善補給」
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【令和7年_⼭国川流域の渇⽔概要】
○7/28 ⽔利⽤連絡協議会(第1回代表幹事会)
（⾃主節⽔を確認 上⽔10%、農⽔20%、⼯⽔70%）
○8/1 ⼭国川河川事務所渇⽔対策⽀部設置
○8/4 ⽔利⽤連絡協議会(第2回代表幹事会)
（ダム貯⽔率40%を下回った場合、上⽔20%、農⽔30%、⼯⽔80%
の取⽔制限決定）
○8/9〜11 前線による降⾬で耶⾺渓ダム貯⽔率、河川流況が回復
○8/12 取⽔制限等の解除
○8/12 ⼭国川河川事務所渇⽔対策⽀部解散

⼭国川

●

①

③
②

●

ダム補給中の河川状況(R7.7.31)

⼭国川

ダム補給中の河川状況(R7.7.31)

⼭国川

⼭移川

③柿坂地点（⼭移川合流点付近）②⾺溪橋地点



実績（ダムから補給ありの流量）

ダムからの補給がない場合

下唐原地点の流量変化

正常流量 概ね２．０m3/s

秋雨前線により
河川流況が回復

耶馬渓
ダム

山国川
下唐原地点

周防灘

貯水位が常時満水位（162.0ｍ）

から約９．３ｍ低下

(R7.8.7)耶馬渓ダム貯水率40.7％

貯水位152.67m
流量は速報値。今後、変わる可能性あり。

(m /s)

山国川流域では、 令和７年６月２７日の梅雨開けから８月８日までまとまった降雨が無く、７月の降水量は平年の約７％※1、８月に入っても９日までの降

水量が平年の約１７％程度にとどまり、河川の水量が減少傾向になった。

その結果、河川流況や上水道・工業用水・農業用水等の水利用に支障を来す恐れが生じたため、耶馬渓ダムでは７月８日より山国川下流へ向けて、

３１日間（７月８日～８月７日）で約５４３万m3 （みずほPayPayドーム福岡約３杯分※2）の水を補給し、下唐原地点において概ね正常流量※3が確保された。

その後、８月９日からの前線による降雨によって、河川流況が改善し、ダムの貯水量も回復した。

もし、ダムからの補給がなかった場合、２７日間程度は河川の水量が減少し、生物や水質、景観などの河川環境や上水道・工業用水・農業用水等の水

利用に支障が生じたと推測される。

耶馬渓ダムから約５４３万m3の水を河川に補給
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令和７年度と主要な渇水が発生した年度のダム貯水量変化

８月９日から、前線の影響により、３日間で平年の８月分を超える降雨を記録。

H10最低貯水率 24.6％
最低貯水位 149.39ｍ
貯水量 2,413,000ｍ３

H30最低貯水率 29.7％
最低貯水位 150.50ｍ
貯水量 2,915,000㎥

常時満水位

543万m 補給

８／１１貯水位が回復

７／８補給開始

R6最低貯水率 39.8％
最低貯水位 152.51ｍ
貯水量 3,903,000㎥

梅雨開け6/27

7/8 補給開始

R7最低貯水率 40.7％
最低貯水位 152.67ｍ
貯水量 3,987,000㎥

※１）平成元年以降の７月の流域平均雨量が平均３６１㎜に対し、令和７年７月の累加雨量は２４.６㎜
※２）みずほPayPayドーム福岡の容量を１７６万m3として計算
※３）正常流量とは「上水道・工業用水・農業用水等が安定して取水されるとともに、魚類等の生息環境や水質、

河川景観等を 維持するため必要な流量」
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８月２日（ダム補給量約４m3/s）ダムの補給有りと補給が無かった場合の山国川の流況

【ダムの補給があった場合（実測に基づく河川流量）】

【ダムの補給が無かった場合の河川流量】

北九州・京築地区水道、

工業用水、農業用水Ｄ

友枝川

（流入）
農業用水Ｃ

三口取水

中津市水道

農業用水Ｂ 屋形川

（流入）

農業用水Ａ
跡田川流域

（流入）

宮永取水 中津市

水道他

津民川流域

（流入）

河川の流量

（m3/s)

農業用水

還元

（参考）耶馬渓ダムからの流況改善補給効果

津民川合流点の状況（７／３１）

５／８００
下唐原地点
約2.1m3/s

１６／８００
上曽木地点
約6.2m3/s

２７／１００
柿坂地点約4.８m3/s
（ダム補給量約3.7m3/s）

4

ダムからの補給効果
ダムがない場合の河川の水量

○耶馬渓ダムでは７月８日より山国川下流へ向けて、３１日間（７月８日～８月７日）で約５４３万m3 の水を補給しました。
○下図は、この期間の内、渇水が厳しい状況であった８月２日（土）の川の流量の状況をシミュレーションし、川の流量を模式的に

表したものです。
○ダムからの補給 約４m3/sにより、河川の水量が維持され、生物や水質・景観などの河川環境への影響及び上水道・工業用水・

農業用水等の水利用への支障に関して軽減が図られたと推測します。

山国川への流入

山国川から取水

２７／１００
柿坂地点
ダム無し

約1.2m3/s

山移川合流点の
状況（７／３１）

５／８００下唐原地点の状況（７／３１）
跡田川合流点の
状況（７／３１）

ダムからの補給がなかった場合、これから下流の水量が不足し、
河川環境への影響や取水が難しくなったと考えられる

※数値は速報値なので後日
修正がある場合があります
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５／８００
下唐原地点


